


























平成２４年度第１回市川市男女共同参画推進審議会（7/25） 意見概要 

 委員名 意見概要 事務局の回答 
1 小川委員 

P.4、5 

人材登録台帳はどういう活用の仕方

をし、どのように活用されているの

か。 

庁内の審議会等で女性委員を増やすことを

目的に、庁内で活用している。 

外部に提供できないのか。 今のところはしていない。 

2 小川委員 

P.5 

№52「権利擁護事業」では障害者も

対象となるため、事業概要に、障害

者も入れてほしい。 

障害者も含めて取り組んでいきたい。 

3 宮腰委員 

P.5 

特徴がある事業の分析結果や、全体

的な傾向として考えられることはあ

るか。 

重点的に取り組む主要課題についてみてみ

ると、主要課題 1については、概ね達成で

きているが、人材登録台帳は力を入れてい

きたい。主要課題 3は、難しい問題だが、

庁内や登録団体と連携を図りながら進めて

いきたい。主要課題 6については、DVの計

画で説明をする。 

4 大迫委員 

P.6 

事業№4で、主幹職の女性受験者数が

減少しているが、どの辺りがネック

になっているのか。 

保育園の園長は主幹職のため、園長が主幹

職を受けた年が平成 22年度であり、みな主

幹職になったため、受験者が減少している。 

5 佐野委員 

P.6 

女性職員が管理職の試験を受けるた

めに、また、管理職の率を上げるた

めに男性の育児休暇を義務にして男

性が育児参加すると、女性の話が分

かってくるので良いという話を聞い

た。 

ワーク・ライフ・バランスを企業の方や男

性にも理解をしてもらうことが大切であ

り、今年はセミナーを行い啓発していく。 

6 森田委員 

Ｐ9、10 

デート DVパンフレットの活用で、パ

ンフレット配布が 0 だったので、配

るだけならどんどん配るべきではな

いか。 

中学校については、教育委員会と話し合い

を持って検討し、高校についてはすぐに配

布をする。 

7 小保方委員 

Ｐ10 

デート DVは、中学校のスクールカウ

ンセラーの啓発など、できるところ

から啓発しながら配布するという方

法もあるので、教育委員会に提案し

たらどうか。 

参考にさせていただく。 



 

8 宮腰委員 

Ｐ10、11 

デート DVについて、学校に限らず若

い人など一般のところでも啓発して

いく活用の仕方もあるのではない

か。 

参考にし、検討する。 

9 佐野委員 

Ｐ11 

DV が起こるのを止めるためには教育

が大きいので、子どもたちが触れる

機会が多い漫画が DVパンフレットに

入っていると良いのではないか。 

参考にさせていただく。 

10 小川委員 

Ｐ11、12 

ケース検討会議が倍の回数になって

いるが、№15や№31と関連性がない

のか。 

きめ細かな相談支援によって緊急的にシェ

ルターに行った例はなかった、そこまで重

いケースはなかったということ。 

一時保護は達成度が低かったという

ことだが、むしろ低い方が良いとい

うことか。 

多いから良いとか、少ないから良いとか言

えないということが DVの支援だと思う。 
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